
JP 2016-528825 A5 2017.8.10

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成29年8月10日(2017.8.10)

【公表番号】特表2016-528825(P2016-528825A)
【公表日】平成28年9月15日(2016.9.15)
【年通号数】公開・登録公報2016-055
【出願番号】特願2016-531752(P2016-531752)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  88/04     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ   4/06     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ   8/00     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ   8/22     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  92/18     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ   88/04     　　　　
   Ｈ０４Ｗ    4/06     １５０　
   Ｈ０４Ｗ    8/00     １１０　
   Ｈ０４Ｗ    8/22     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   92/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月28日(2017.6.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）を管理するため
の方法であって、
　少なくとも１つのＭＢＭＳについてのサービス告知情報を、モバイルデバイスにおいて
、受信することと、
　前記モバイルデバイスの利用可能な電力または利用可能な帯域幅に少なくとも部分的に
基づいて、前記モバイルデバイスがＭＢＭＳリレーデバイスとして機能することが可能で
あると決定することと、
　ピア発見信号において、前記サービス告知情報の少なくともサブセットをブロードキャ
ストすることと、
　基地局のカバレージエリアの外側で動作する少なくとも１つのモバイルデバイスへ、前
記少なくとも１つのＭＢＭＳのコンテンツをリレーすることと
を備える方法。
【請求項２】
　前記ピア発見信号においてブロードキャストするために、前記サービス告知情報の前記
少なくともサブセットを選択すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのＭＢＭＳの１つまたは複数のパラメータを識別することと、
　前記少なくとも１つのＭＢＭＳの前記識別された１つまたは複数のパラメータに少なく
とも部分的に基づいて、前記少なくとも１つのＭＢＭＳのためのリレーサービスを提供す



(2) JP 2016-528825 A5 2017.8.10

るべきか否かを決定することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのＭＢＭＳの前記コンテンツが前記基地局によって送達されること
になるという第１の通知を受信すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の通知を受信すると、前記少なくとも１つのモバイルデバイスへ第２の通知を
送信すること
をさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのＭＢＭＳの少なくとも１つのマルチキャストストリームを受信す
ることと、
　前記基地局の前記カバレージエリアの外側で動作する前記少なくとも１つのモバイルデ
バイスへ、前記少なくとも１つのマルチキャストストリームを再送信することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　複数のＭＢＭＳから、前記少なくとも１つのＭＢＭＳを選択すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ピア発見信号において、前記少なくとも１つのＭＢＭＳの前記コンテンツをリレー
するための能力を示すＭＢＭＳリレーステータスをブロードキャストすること、
をさらに備え、または、
　前記ピア発見信号において、識別情報をブロードキャストすること
をさらに備え、または、
　ポイントツーポイントリンクを確立することと、
　前記ポイントツーポイントリンクを介して、前記少なくとも１つのＭＢＭＳの前記コン
テンツをリレーすることと
をさらに備え、または、
　ポイントツーマルチポイントリンクを確立することと、
　前記ポイントツーマルチポイントリンクを介して、前記少なくとも１つのＭＢＭＳの前
記コンテンツをリレーすることと
をさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）を管理するため
の装置であって、
　請求項１乃至請求項８のいずれか１項のステップを実行するように構成された手段を備
える装置。
【請求項１０】
　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）を管理するため
の方法であって、
　第１のピア発見信号において、カバレージ外ステータスインジケータまたはＭＢＭＳク
エリをブロードキャストすることと、
　複数のＭＢＭＳリレーデバイスの各々から、それぞれ少なくとも１つのＭＢＭＳについ
てのサービス告知情報の少なくともサブセットを備える第２のピア発見信号を受信するこ
とと、
　各ＭＢＭＳリレーデバイスからの前記第２のピア発見信号の信号強度に少なくとも部分
的に基づいて、特定のＭＢＭＳのコンテンツを送達するために前記複数のＭＢＭＳリレー
デバイスからＭＢＭＳリレーデバイスを選択することと、
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を備える方法。
【請求項１１】
　前記選択されたＭＢＭＳリレーデバイスに関連付けるための手順を開始すること
をさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記選択されたＭＢＭＳリレーデバイスに関連付けるための前記手順が、
　前記選択されたＭＢＭＳリレーデバイスへ、前記特定のＭＢＭＳに加入するための要求
を送信することを備え、
　前記要求が、前記選択されたＭＢＭＳリレーデバイスからコアネットワークへリレーさ
れる、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＭＢＭＳの１つまたは複数の加入者にアドレス指定されたコンテンツをブロードキ
ャストすることをさらに備え、
　前記コンテンツが、前記ＭＢＭＳの前記１つまたは複数の加入者への配信のために、少
なくとも前記選択されたＭＢＭＳリレーデバイスによって、ネットワークサーバへリレー
される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）を管理するため
の装置であって、
　請求項１０乃至請求項１３のいずれか１項のステップを実行するように構成された手段
を備える装置。
【請求項１５】
　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）を管理するため
のコンピュータプログラム製品であって、
　請求項１乃至請求項８および請求項１０乃至請求項１３のうちいずれか１項のステップ
を行うようにプロセッサによって実行可能な命令を記憶する、非一時的コンピュータ可読
媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
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